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月 17日、長艮川ホ 金型業者と初懇談 種々の問題点について話

で臨時総会のあと中郊フ゜

ラスチック金型協同組合
協調と協力申し合わせ•-• し合った。この結果、成
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の会員と初の懇談会を開いた。出席者は金型協 界は『お互いに協調、協力し、新製品の開発や

組側が加藤正実、多田順一郎正副理事長と岐阜 生産に力を入れ、付加価値の高い社会に役立つ

地区会員ら 9人、一方、エ組側は大松幸栄理事 商品をつくり出す」ことなどを申し合わせた。

長ら役員と一般会員 31人で、プラスチックの （写真はエ組と金型協組懇談会出席者の記念撮影）



『新時代建設元年の年』
岐阜県プラスチック工業組合

理事長 ナこ 方公 寺； 牙と
第二次オイルショックが続く中で、 19 8 0年の新

年を迎えました。

昨年は、全般的にまあまあの年であったと考えます

が、しかし、国際情勢を見るならば大変な不安定の様

相が起こりつつあります。南北問題では、産油国対非

産油国、経済と社会の格差増大、資源問題を中心とし

た国際摩擦、分極化した軍事競争と経済利権の関係、

東西関係のリーダーシップの弱体化の問題等々を、今 大松理事長

年以降に持ち込んで来ている情勢です。また、国際間交渉の場においても、強国意識の減

退に依って多国間を含めたバランスに依る外交が行なわれるようになってきました。これ

らの現象によって、交易のための国際通貨が過去のような強力な地位から引き降ろされる

状況になりつつあります。

このようにわれわれ人類に一大転換を迫られて来たのが今日の情勢です。ちょうど半世

紀にわたる物質文明の発達に一種の見通しをしなければ、次代への新しい社会発展が不可

能となってきた事実を、充分に認識しなくてはならないのです。わが国の経済社会におい

てもこれらのことと時を同じくして、変化の渦中にあるのが今日の姿なのです。政治にお

いても、過去の単なる延長線からの発想のみで処理できない問題が山積みされています。

今後、多党化の政治、デモクラシ一本来の姿勢の追求とこの変化を認識し、その上に新し

い発想を加えて、新時代の価値感の創造を図る時代に入ったと思うのであります。また、

この基盤に立って、起こりつつある高年齢化社会、高学歴社会に対する社会的、経済的、

政治的取り組み方の探求をすることが肝要であります。

新年はさらにいろいろな問題が石油をもとに起きるでありましょうが、われわれは英知

と勇気をもって、永い困難な道程ではあるが新しい社会構築のために努めねばなりません。

とくに新年は『新時代建設元年の年』と心得て、 1 9 8 0年代の幕明けに際して心を引

き締めてがんばる覚悟でおります。どうか組合員各位のたゆまない努力によって、岐阜県

内プラスチック産業が発展し、各企業が繁栄して行くことを祈念して新年のこあいさつと

いたします。
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枇界最大級の国際見本市

出品1,460社、 13ホールに分け展示

西ドイツのデュッセルドルフで79年度最大の国際フ゜ラスチック・ゴム見本市（クンス

トストッフェ 79年）が開催され、岐阜県から岐阜県工業技術センター高分子科長の関谷

裕彦氏が派遣された。関谷氏は見本市視察と同時に西ドイツ、スイス、フランス、オース

トリア、イタリアなど欧州各国のプラスチック産業も視察した。このうち国際見本市に焦

点を合わせて次の概要を聞き、同氏撮影の会場写真を添えて特集号とした。

クンストスト

ッフェ 79年は

ヨーロッパで開

催される他の見

本市（イタリア

のミラノ、フラ

ンスのパリ、イ

ギリスのバーミ

ンガム）に比べ

てはるかに大規

模で、世界最大

級のプラスチッ

ク・ゴム関係の

国際見本市であ

った。その展示 地元の西ドイツの大手メーカー •BASF社の一般成形品展示小間

規模は、第 1回の 19 5 2年が出品会社 20 0 9 5社、うち海外企業の参加が49社。クンス

社、展示面積80 0而であったのが、今回の 1 トストッフェはジャペンプラスの実に7.5倍、

1回は出品社数 1,46 0社、展示面積は 10万 海外企業の参加は 10倍以上の51 3社という

面で、会場は 13ホールを使用したというから から驚かされた。日本から単独出品したのは日

いかに大がかりな国際見本市かわかる。 78年 精樹脂だけで、現地法人通じ鐘化、積水化、積

東京で開かれたジャペンプラスの出品社数は 1 水樹、三井石、信越化、電気化が参加した。

- 3 -



既存材料の新用途開発に努力

見本市参観者は42％が海外から

ドクターデーテル氏は『石

油事清とプラスチック産業

の関係について世界的に問

ミラノ、パリ、バーミンガムと回りながら 4

年ごとにデュッセルドルフで開かれるクンスト

ストッフェは、昨秋、 10月10日から 1週間

にわたって開かれた。期間中の参観者は 10 2 

カ国から約 18万5,000人にものぼり、その

半数近い42％が海外からの訪問者。わが国か

らは 3千人近い人が見学したといわれ、文字通

り国際的であった。

石油危機問題は深刻に考えず

会場で注目を浴びていたのは資源の有効利用

に主眼を置いた機械や技術だったが、業界関係

者は引き続く原油問題の影暢についてはあまり

非観的でなかった。とくに見本市開催委員長の

題になっている石油は、あ

まり深刻に考えていない』とむしろ楽観視して

いる。その理由ぱ、西ヨーロッパはプラスチッ

ク産業には全原油使用量の3.4%（わが国は 6

~ 7%)しか利用されていないことと、紙その
他の材料がそれ以上に高騰しており、まだまだ

チャンスが多い、問題にしなければならないの

は業界の再編成であるとしている。また、省エ

ネルギーについては当然のことで、材料の節約、

使用機能を第一に考えた製品開発をすべぎで、

しかも早いスピードで行う必要があると述べて

しヽた。

1 3ホールを使用し、機能別にレイアウトさ

れた会場は、 1号から 6号館までが原材料と半

製品、製品で、 7号から 13号館は機械、器具

直径2メートルまでできるインフレ成形機 コンピュータ付①）と超大型⑦の射出成形機
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類が展示されていた。

出品内容を簡単にまとめると、プラスチック

材料はとくに新しいものは見当らなかったが、

既存材料の性能を向上させた用途の開拓に努力

している点がうかがえ、自動車関連、輸送分野、

軽量材（発泡資材）などがエンジニアリングプ

ラスチックを中心に製品開発されていた。

塩ピ樹脂製のアルミサッシュ

プラスチック製品の傾向は、建築用の内外製

品、スポーツ用品、産業資材として超大口径の

パイプやギヤなどが目についた。なかでも窓わ

くを鋼、アルミサッシュから塩化ビニル樹脂製

品におきかえた製品が注目され、すでにそのシ

ェアはヨーロッパの 30％を占めている。機械

類は、規模こそ大きいが日本と同程度だった。

海外参観者専用の外人クラプ
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①からポディーがポリエステル製の自動

車。塩ピ製の窓わく。ポリアミド製の大

型滑車と超大型歯車。各種大口径バイプ。



大松理事長テレビ番組で実情説明

1 2月5日朝、 NHK番組のスタジオ 10 2 

のテレビ放送（写真）で、プラスチック成形品

の価格上昇について取り上げられ、当工組理事

長の大松幸栄氏が日用品工業組合の理事長をし

ていることから業界を代表して成形加工業界の

実情を訴えた。このテレビ番組は石油価格の上

昇から卸売物価が高騰しはじめ、消費者物価に

も影響してきたという現状をとらえ、運動靴と

プラスチックの日用品を対象にあげたもの。

放送内容は「企業の 80％が主力製品の値上

げを実施し、原料の値上がり分を製品価格に転

嫁している。こうした値上がりは生活と直接関

係する消費財にも波及し、家電や衣料など消費

財メーカーは販売価格を値上げした。しかし、

調査結果では生産財産業は原料の値上がりを大

半が製品価格に転嫁しているのに対し、消費財

部門の値上がりはすんなり進んでいない傾向が

みえる』と報道していた。

原料の急激な値上がり避けよ

この取材番組の中で大松理事長は「業界は過

当競争が激しく、製品価格を急に上げても製品

は売れません。このため加工業界や流通段階で

合理化をやり、原料アップ分を吸収しているの

が実情です。原料の急速な値上がりは消費者も

加工業者も混乱し、迷惑を受けるので、原油値

上がり、それにともなう原材料の高騰はこんご

も続くだろうが、急激な値上がりは極力避けて

もらいたい」と加工業界の実情を説明した。

急｝
秋元産業株式会社
本 社東京都中央区八重洲 5の 7

名古屋営業所 名古屋市中村区米屋町2（埼玉ビル9F)

TEL <052〉582-5 0 7 1 
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5 4年度の技能検定合格者がこのほど決定、

1 2月18日、大松理事長から合格した 5人に

検定合格証書と技能士章、合格者バッジなどが

手渡された。

ことしのプラスチック射出成形検定受検者は 大松理事長から合格証書を受ける新技能士

2級ばかり 15人で、合格率は 88％と近年に 児山樹脂、武藤化成、弥生製紙、笠原化成、大

ない厳しさであった。晴れの技能士となった人 永工業、土川由芙、関ケ原フ゜ラ工業、金武化成、

は林修（岐阜プラスチック工業） Iい採秀彦（同） 岐東化成、信和工業で、樹脂の特性、成形機械

吉永和寿（羽島フ゜ラスチック工業）武藤茂（武

藤化成工業所）今井良一（武藤合成）の皆さん。

岐阜県で技能検定が行われるようになって 6年

になるが、この間、合計で 1級が2人、 2級は

3 8人の技能士が誕生したことになる。

なお、今年、優秀な成績で検定を合格した小

森秀彦君には岐阜県知事賞、武藤茂君には岐阜

県職業能力開発協会長賞が授与された。

12企業を対象に巡回指導実施

当工業組合と岐阜県工業技術センターは、さ

る11月下旬の4日間、組合員 12工場を対象

に技術巡回指導を実施した。

巡回指導を受けた企業は日本工芸、田中化学、

の問題、成形品のデザインなどについて話合っ

た。エ組では機会あるごとに随時、巡回指導す

る方針で、こ‘‘相談のある方はいつでもお気軽に

事務局へ連絡して下さい。

工組が浄油サーピスをあっ旋

各種成形機の作動油のクリーニングサービス

を行う中日システムサービスセンター岐阜事務

所ができ、当工組は浄油サービスのあっせんを

します。同センターに作動油管理を委託すると

1リットル当たり約 80円の経費で浄油サービ

スしてもらえ、必要に応じて成形機の摩耗チェ

ックし、メンテナンスのアドバイスもしてくれ

るという。詳細はエ組事務局まで。

吋西唖匹寮芝槻械株式会社

本 杜東京都中央区銀座 4 丁目 2 - 11 

名古屋営業所名古屋市中村区名駅 4丁目 7番 23号

化工機課 TEL 〈052〉561-8 3 4 1 
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I全国業界ニュース 1

◎ 1月に全日本の日用品フェア◎

日本プラスチック日用品工業組合は、新春の

1月25日から 2日間、東京のサンシャインシ

ティ文化会館4階で『'80全日本プラスチック

日用品フェア』を開催する。

内容は、組合員の出品に加えて関連業界の新

技術、アイディアなど研究の成果の発表ならび

にプラスチック製品に係わる流通シンポジウム

も併せて開催する。

◎廃プラの固形燃料化と取組む◎

プラスチック処理促進協会（川合賢一郎会長）

は55年度技術開発プロジェクトのメインテー

マとして、廃フ゜ラスチックの固形燃料化に取り

組む。これは廃プラスチックを貯蔵、運搬が容

易な代替、補助燃料にするため、固体燃料化技

術の研究閲発を行おうとするもので、来年 4月

から『廃フ゜ラの有効利用に関する技術開発調査

研究事業』の一環として取り組む。

口監督者の安全活動の

『自己採点表／□］
《職長の部下に対する影響》 職長は自分の

職場の部下に対して、次の点について大きな影

輝力をもっております。

①生産と作業の指導②品質の向上③安全の推

進ーで、このうち『安全の推進』については『

生産と作業」と『品質』の問題に比べてややも

するとおろそかに扱われがちです。職場の要め

の職長が手本を示して部下を指導する必要があ

ります。職長（監督者）の安全に関する『自己

採点表』として、アメリカの中小企業で採用さ

れている一例を紹介すると。

《職長の自己採点表》 作業の指導面では①

調査費は約一億円、このうち 7,0 0 0万円を

固形燃料化技術の研究開発に投入、関係企業と

の共同研究で、 55年度中に実験プラントを建

設、実用化技術の確立まで行う。

◎日精がテクニカル・セを開設◎

日精樹脂工業は、射出成形機の電子制御装償

に関連した利用技術の開発とソフトウェアの提

供を図る施設として本社（電話02688-2-3000) 

に『テクニカル・センター』を開設した。

センター内には同社製の各種電子制御装置を

装備した射出成形機4台、その他 2台の合計 6

台と関連施設や機器を常設している。

◎ラバープラスの出品は l7社◎

『アジア・ゴム・プラスチック国際見本市＝

ラバープラス 80」は 5月26日から 5日間、

シンガポールの世界貿易センター 8号館で開か

れるが、現在、出品申し込みは順調で、このほ

ど日本企業の参加が 17社決定した。

『安全心得』などを活用しているか②職長自身

は安全な作業のやり方に違反していないか③部

下の正しくない作業方法を見つけたとき、すぐ

改めさせているか。

機械の危険性の面では①機械の危険な個所を

完全に知っているか②保護具を正しく使用して

いるか③保護具をいつでも使えるように、定め

られた場所に備えているか。

教育と職場会議では①作業者一人一人に危険

な個所を教え、定期的な職場会議でみんなと具

体例を討議しているか②過去の災害事例のまと

めをよく調べて部下に解説しているか③災害に

ならなかった『ひやり事故』をもれなく『ノー

ト』にまとめているかーなど。 (AI U顧問・

労働安全コンサルタント＝名越助廣）
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テ廿インコーナー
岐阜県プラスチックデザイン協会

I消費者の購入意識I
《消費者の「手」が肥えてきた。見過ごされ

がちだったさわる感覚の復活だ。買おうか、買

うまいかと迷う時、触覚が決めてとなってきた。

さわり心地が心の触れ合いに通じる。》

これは、去る 6月28日、日経流通新聞の小

見出しである。

基本的な性能やデザイン上の優劣がつけ難く

なったいま、従来は副次的とみられていた触覚

が売れ行きを左右する決め手となってきた。

オーディオ、カメラ、宝石、貴重品扱いでガ

ラスケースの中にしまい込んでいたものも客に

開放しはじめ、消費者はさわってみて、気に入

ったら初めて店員に性能などの説明を聞くとい

う。

家庭用品メーカーのレックが料理時間などを

計るタイマーの新製品を二種類（丸型、角型）

出したのが二年前。色は同じものをそれぞれ数

種類出し、価格はいずれも 1,8 0 0円だった。

どちらが売れたか。

視覚的には、角型のほうがシンプルで新鮮な

感じがするが、丸型が角型の二倍ほど売れてい

るという。（角型は業界でデザイン賞を受賞し

たもの）

これも、使い勝手、手に持った時の感触、そ

うした広い意味でのさわり心地が見た目のデザ

インの優劣を超えて売れ行きを左右しているの

です。

見た目の柔らかさと実際にさわった感じの柔

らかさが一致しているかどうか、同じ手ざわり

でも、自分の手に合った微妙な味わいを求める

といったようだ。

消費者は良いモノをじっくり長く、楽しく使

おうという本物志向にあるのです。

こうした感覚意識をどう考え、今後の新製品

開発に生かしたら良いのか、プラスチック製品

（日用雑貨）の場合、非常に問題である。

少なくとも、東京都の郊外に住む主婦 (20 

代～ 50代） 50人を集め、ダイニング・キッ

チンについて調査を行ったところによると、ジ

ューサー、ミキサーを始めとして多くの便利用

品とされるものにはあまり興味がなく、自分の

手で料理したほうが早くて良いと言っている。

むしろ、主婦が毎日使うモノ、買い換え需要

を中心に関心が高く、しかも、整理のしやすい

モノであることが重要のようである。

三菱化成のエンジニアリングプラスチックス
ナイロン樹脂

NOVAMID 
ハカーポネート樹詣 PBT樹脂

—/9｀ミ 9卜＿塑塑証I® ug阻OU，レ，
中低圧ポリエチレン 高圧ポリエチレン

ポリエチレンNOVATECNOVATEC-L 

人巧翌翌翌特
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式式ば口組合員の工場訪問ば式謬ばヰ訂

転業10年、企業は軌道乗る

I 武藤化成工業所 I

武藤幸平代表

新年の工場訪問は、

武儀郡武芸川町跡部に

ある武藤化成工業所（

個人企業、従業員 13 

人）を訪ねた。工場は

長良川の支流・武儀川

沿いに北上したところ

で、岐阜市の最北端、

三輪と隣接している。工場は昭和53年6月に

完成したというだけあって真新しく、どこを見

ても新築の装いがはっきり出ている。

新工場開設と同時に設置されたのは、東芝 l

5オンスと住友ネスタール 13オンスの新鋭 2

機種。従来機種 10ォンス 2台と8オンス、 3

オンスに代わって昼夜兼行で、自動車部品や刃

物関係の射出成形品を生産している。

新しい課題は自動化、省力化

武藤さんがプラスチックと収り組み始めたの

は比較的新しく、 10年前の昭和45年6月。

それまで既製服の縫製工場を経営、最盛期は 5

0人近い縫製工員を抱えていたこともあったと

いう。しかし、ミシン加工は常にある程度の熟

練者を揃えねばならず、また、地方の縫製加工

業者には限界があることなど難点が数々出てき

た。それに武藤さんは『 2人の息子（幸平、茂

両氏）に残こせる企業は何か』と将来のことを

考えた結果、このプラスチックの成形加工を選

び、転業した。

転業当初は、ミシン工場の跡に 10オンスと

8オンスの 2台の射出成形機を入れ、アイワ化

成（愛知県）の弱電部品を下請生産した。 48 

年には 10オンス、 49年には 8オンスの射出

成形機を導入、刃物関係や自動車部品の下請生

産をするなど、順次、取引先は増えた。創業2

~ 8年間は資金的に苦しんだこともあったが、
縫製工場時代の経験を生かして苦境を切り抜け、

5 3年6月、新鋭射出成形機導入を機会に延べ

4 8 0面の新工場（写真）を建設、企業はすっ

かり軌道に乗っている。

武藤さんの自慢は 2人の息子さん

武藤さんの自慢は 2人の息子さん。しかも、

長男・幸平さんの奥さんは隅然にも実家が関市

のプラスチック工場（斉藤フ゜ラスチック）とい

う。次男の茂さんもプラスチック工場の経営は

やる気で、昨秋は 2級技能検定にも合格、おま

けに職業能力開発協会から表彰を受けた。

武藤さんの自慢のタネは増えるばかりで、最

後に『一日も早く、 2人の息子にバトンタッチ

したいがなかなか離してくれない。いま息子た

ちが主張するホッパーや乾燥装置など自動化、

省力化装置導入の資金づくりを考えたあとは引

退するつもり・・・」と一息つく。

-1 0 -



あけまして おめでとうこ

ざいます。

8 0年代最初の新年を迎え

ました。この新年も工業組合

ています。中小企業を取り巻く経済環境は非常

に厳しい状況下にありますが、この時期こそ合

理化・近代化を共同の力によって図り、将来発

展することが望まれます。中小企業高度化資金

の皆さんから親しんでいただ は、これに対応する融資制度で、組合員ゲルー

けるように、事務局一同がん プにより借り入れを推奨します。ご希望があれ

ばります。 ば、 1月20日までに工組へ電話下さい。

この新年号では西ドイツで □今年も代行、代理店事業のこ•利用を口

開かれた国際見本市『クンス 当工組は組合共同事業の一環として労働保険

トストッフェ 79年』に岐阜 の事務代行、損保•生保の代理店事業を実施し

県から派遣された岐阜県工業技術センター•関 ています。新年も利用下さい。また、好評の『

谷高分子科長のレポートを写真入り（同氏撮影） 県プラ自動車ローン」の利用もお願いします。

で特集しました。

これに続いて新年は 5月 26日からシンガポ

一、ルで『アジア・ゴム・プラスチック国際見本

市（ラバープラス 80)』が開催予定されてい

ますが、当工組からは視察団を派遣、現地の模

様をこの会報でお知らせする予定です。

また、 1 1月 1日から 6日間、大阪・港区の

国際見本市会場で『第 8回・日本プラスチック

・ゴム見本市』が開かれます。この期間中に観

光バスで見本市見学会を実施する計画を立てて

いますので、いまから予定しておいて下さい。

□中小企業高度化資金の借入希望調査口
岐阜県と岐阜県中小企業団体中央会は、 56 

年度中小企業高度化資金の借人希望調査を行っ

岐阜県のプラスチック

1980 34号
昭和 54年 12月 25日印刷
昭和 55年 1月 1日発行
発行岐阜市六条南 2丁目 11番 1号

（岐阜産業会館内）

電話 (0582)72-7173 

岐阜県プラスチック工業組合
発行青任者大 松 幸 栄

編集岐阜市大黒町3丁目 5番地

電話 (0582)47-7231 

中部パブリシティセンター

の石油化学製品
こ取扱品目

ポリスチレン

高圧ポリエチレン

出光Ei'畠化学諜式舎社
東京都千代田区丸の内31-1（国際ピル）〒100 ff 03-213-3111 

名古屋営業所名古屋市中区錦 1-17-13（名興ピル）〒4600052-231 -8611 

-1 1 -

中低圧ポリエチレン

ポリプロピレン

ABS樹脂

不飽和ポリエステル

カルプR

ポリカーボネート



今年もどうぞよろしくお願い申しあげます

岐阜県プラスチック工業組合

役員一同

岐阜プラスチック工業：百

取締役社長大松幸栄

本社岐阜市神田町9丁目25（大岐阜ヒル6F) 
TEL <0582> 65-2233四

合資会社

田中化学工業所

代表取締役田中弘一

本社 岐阜市島田中町 23 
TEL <0582> 52-1628 

工場関市小屋名 520
TEL <05752> 8~2077 

株式会社

東海ポリエチ工業所

取締役社長大野繁俊

本社工場羽島郡岐南町野中字州崎

TEL <0582> 46-1313印

品質と技術の工業部品専門メーカー

武藤合成株式会社

代表取締役武藤昭三

本社工場各務原市蘇原村雨町 3の46
TEL <0583> 82-4361低



ひまわり印家庭用雑貨

東和化成株式会社

代表取締役納土栄一郎

本社・工場岐阜市前一色8丁目 5番16号
TEL<0582> 45-5528低〒500

東京営業所東京都中央区新富1丁目5番1沙｝
TEL<O 3>551-6300〒104

厚見プラスチックス

工業有限会社

代表取締役真鍋義雄

本社岐阜市上川手 498番地
TEに 05 8 2> 4 5 -1 2 4 5 

岐阜技研ポリマー

株式会社

代表取締役篠田 哲

本 社岐阜市長森岩地46 5の1
TEL<0582>45-8348 

本社工場岐阜市長森岩地青水 14 5 
TEL<0582>46 -2541 

パール化成品株式会社

代表取締役杉山日出雄

本社岐阜市八坂町 40 
TEに 0582>71-0861四

バス・航空機・車輌・船舶用各種座席、航空機部品
強化プラスチックス、太陽温水器

天龍工業株式会社

本社 岐阜県各務原市蘇原興亜町4丁目1
TEに 0583>82-4111（大代）

大垣プラスチック

工業株式会社
取締役社長日比正饂:,.::

本社工場大垣市大島町 2丁目 394番地
TEに 0584>81-134的

名古屋営業所 名古屋市東区代官町24 
TEに 052>932-394甜

合成樹脂原料製造販売
委託加工及カラーリング

美濃化学工業株式会社

代表取締役吉田博司

本社岐阜県美濃市上条 62 -1 
TEに 05753>3-1888

関化成工業有限会社

代表取締役林 光夫

本社関市東町 4の 9の 1
TEL<P5752>2-1545低

工場関市ひかり町

TEL< 05752>2-4904 



今日切り取っても明日は再生しているとの意から、明日葉と

呼はれる，セリ科の大形多年草オっか国暖地の，毎；兵に生し、

葉は大形の打状複葉、ウトに似て光，尺かあり、次禄色

非常に強壮て発育が速いe葉と茎は食用となる＜：

純[11咤無公害エネルギー‘天然ガス”

を1扇料に求め、モノマーからポリマー

まてのメタクリル貰牛叱メーカー

として、l1［料の五指に数えられる協和

ガス化‘;：:l業。

用途に介わせた高品質素材を安定

供給するだめ “Jく然ガス”を）、LJ］に

メタクリ）レ樹脂・，` 主型板

“〒ワF;スR

メタクリル樹脂・押出板

コモワっう《
メタクリ）レ杓脂・成形材料

“〒ベットa年ガス化学工業株式会社
本社〒 103東京都中央区日本橋381新日本橋ピル合(03)2773174 

大阪事務所fl(06)345390い名古屋営業所も(052)9516396 

福岡営業所合(092)71! 1530 仙台宮英所合(0222)661525 

メタクリル樹脂／板状品

アワリライト
メタクリル柑t月旨／射出成形材料

アワ’Jぺ‘9卜⑬
ABS相詣

9'ィャペット~ABS

人三菱レイヨン
東京(272)4321／大阪(202)2241／名古屋(561)6711



？業薬炉:l販売
合成樹脂

山 田 化 成
水会式株 社

取締役社長 山 正田

本 社

名古屋出張所

〒101東京都千代田区内神田 2丁目 8番 4号
T E L (03) 256-7 8 6 l （イサ

〒460名古屋市中区丸の内3丁目13番18号（サワニビル）
TEL (052) 961-6 5 9 1（代）

-r-
.. ~ •一；

--~ -`--、ダ

． ． 

B拿含虞コム攀玄=裏本社／東京都中央区築辺ll•24 TEL(03)541-4111・名古屋支店／TEL（虚）571-1231



産業や生活のあらゆる分野で、使利さや快適

さを 4Cみだしているプラスチ、／ク。このすぐ

れた特性をコントロールして、繁栄のために

よりよく活用しなければなりません。 1,：越ポ
リマーはプラスチ、／クを主な素材として、各

種の製品を多角的に開発、生産、販売してい

ます。一方、これらの製造や流通のプロセス

にあたっても、安全や環境の保全にも十分配

慮し、時代と社会のニーズにこたえる新しい

価値づくりを進めています。

I新しい素材を価恒あるものに I

岱饂租置m19マー

ニーズに適確に
辺こたえることで
未来の扉をひらきます

名古屋支店名古屋市中村区名駅4丁目 27番 28号 （新名古屋ビル）

信絨P.V.C.
塩ビは信越……と評価されている理由

●1言越化学は系列の日1章化学と合わせ、

量・質ともにトップメーカーです。

原料から一貫生産を行ない、

常に新タイプの開発にとりくんでいます。

応用面の研究も充実しています。

●グループの一翼である信越ポリマーを通じて

需要家のニードを品質に生かします。

●工場の1つに、 130M'の大型重合器を備え

コンピューター操作による最新鋭工場を有し

ています。

f言譴'I:字
Shinetsu 本 社東京都f代田区大手町2-6-1 電話(03)242-1211（大代表）

名古屋支店名古屋市中村区名駅4丁目 27番 28号 （新名古屋ビル）

電話代表 581-6 5 1 1 



9
りー一 応えします。

コストダウン品質の向上・省資源の成形に…
コストダウン・品質の向上。省資源がます

ます要求される今日。より高度な技術力、柔

軟な開発姿勢で対処していかなけれはなりま

せん。日精は豊かな技術力と実績とによって、

モルダーのあらゆるご要望にお応えしていま

す。付加価値の高い成形は、日精の成形機こ

そ力ゞ．、お役に立つことをお約束します。

N9SSE’ 1歩進ん戸罪出成形機をおとどけする

日m鑽詣ェ
本社・工場長郡累坂戚匂合((J2688)2-3000（大代）〒389-06名古屋宮業所fi'C052) 7 32-0261(1舟）
藍阜出張所藍阜市四団4962-1 （竺ピ）し）合〈 0582〗 72-5952

さ
ヽ

よつの

精密工業部品、インサー

ト成形に特に適した機械

と定評を頂いております。

射出量 5グラム（％ォンス）

より 600グラム(20オンス）ま

での各機種を製作いたしてお

りますので、用途に合せてご

用命下さい。

出
一営業品目一
麗慮苫可塑i生樹脂及び熱硬化性樹
脂、ゴム用射出成形機

Illロストワックス用ワソクス成
形機、ワックス溶融装置、保

温装置

璽液状原料用射出成形機、注入

機、混合脱泡機

置ほラミック用射出成形機

•l 当社射出成形機用金型
.その他関連装置

●カタログご希望の方は紙名二記入の上お申込み下さい。
ー一阪形機・金型•関連装置を社内一貫生産している専門メーカー―--

罪山城精機製作所
社束京都板橋区弥生町 32番地 TEL(03) 972-05611代）

業務部・工場 埼玉県川口市中青木 2丁目 18-2 I TEL(0482) 51-6156(化
名古屋営業所 名古屋市北区楠刷味鐸政所 28番地 TE  L(052) 9ffi-5861番
大阪営業所 TE  L(06) 443-3771(!¥;) 八王子出張所 TE  L(0426) 51-7144番
九州営業所 TEL(092) 571-2740番小倉出張所 TEL(093) 471-1079番
前橋営業所 TEL(ill72) 52-0733番城南出張所 TEL(03) 776--2254番
広島出張所 TEL(0022) 32-27あ番沼津出張所 TEL(0559) 22-9610番

II ．． 



今新しい
テーフ)レウェアーの
たび だち

出発。
ノーブル（英語）とは＇＇高貴”という意味、

その名にふさわしいテープルウェアー

として、リスの一貫したデザインポリ

シーから生まれたメタクリル樹脂の最

高級品です。

ド 邸
ノープル

岐阜プラスチック工業株式会社
本 社岐阜市神田町9丁目25（大岐阜ビル6F) TEL〈0582〉65-2233（代）
稲羽工場岐阜県各務原市前渡東町 36 2 0 TEL <0583〉86-9311囮
支 店 東京・大阪・名古屋•福岡 営業所 高松・広島・仙台・札幌・字都宮


